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【調査概要】 

■期間：2009/1/9～1/12   

■手法：インターネット 

■対象者  ①モデルルーム来訪者（2003/1 以降に長谷工アーベスト販売提携物件のモデルルームに来訪された方）  

②モニター（WEB 上での各種アンケートに協力することを承諾している一般の方、首都圏居住者） 

■分析対象件数   
※分析対象は、返信者のうち、最近住まいを購入した方を除いた件数 

 

 

 

 

 

－１－                                                               ※禁無断転載 
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モニター

来訪者

【世の中の動き】 調査実施前後の主なトピックス   
 

11/5   次期アメリカ大統領にオバマ氏が決定 ２００９年１月２０日に正式就任 

11/28  非正規労働者、３万人が失業の見通し（10－3 月）と発表 新卒内定取り消し 300 人─（厚生労働省） 

12/12  ２００９年度の与党税制改正大綱に「住宅ローン控除拡充案」が盛り込まれる 

12/17  政府は、消費税率を２０１１年度に引上げる方針を明記した中期プログラム政府案を提示 

12/17  ２００８年冬のボーナス、６年ぶり前年割れ 

－大手企業の平均妥結額が前年同期比０．３６％減の８８万９０６４円となった。─（日本経団連）  

12/17  日産は国内の減産拡大に伴い、非正規社員をゼロに 

－２００９年３月末までに日産本体の非正規社員５００人、期間従業員５０人を順次削減しゼロにする 

(０８年度初めの段階では日産本体で 2000 人の派遣社員がいた) 

12/19  トヨタ、初の赤字 ２００９年３月期営業赤字 1500 億円 、販売不振と円高直撃  

12/23  １２月の月例経済報告、景気の判断「悪化」に 雇用に強い危機感 

－景気の基調判断を３カ月連続で下方修正し、６年 10 カ月ぶりに「悪化」の判断を示した。─（経済財政担当相） 

12/23  １２月の金融経済月報、景気判断「悪化」 消費や生産を下方修正 

－「悪化」という言葉を使うのは、２００２年３月以来、６年９カ月ぶり─（日銀） 

12/30  東証大納会、株価年間下落率４２％と過去最大 

12/30  日銀、政策金利を０．２％引き下げ決定（０．５％→０．３％） 

－政策金利の引き下げは量的緩和で金利ゼロ％に誘導した２００１年３月以来 

12/30  長期金利、一時１・１５５％ ２００３年８月以来、５年４カ月ぶりの水準に低下 

12/31  大手４行、１月の住宅ローン金利を引下げ  ３、５、１０年物の固定金利を０．０５～０．２％引き下げる。 

（三菱東京ＵＦＪ銀行、みずほ銀行、三井住友銀行、りそな銀行の大手 4 行） 

1/5   日経平均株価の終値は９，０４３円 約２カ月ぶりの９０００円台を回復 

1/5  企業トップの年頭あいさつ 「１００年に１度の経済危機」との見方で一致 

1/6  三洋、正社員 500 人削減 非正規含め 1000 人 

1/7   ガソリン価格が１１０円を下回る  

－110 円を下回るのは 2004 年 5 月末以来 4 年 7 カ月ぶり。―（石油情報センター調べ） 

1/7   ２００８年の国内新車販売５０８万台、２８年ぶり低水準に 

1/7  日銀は２００９年度の実質国内総生産（ＧＤＰ）の成長率について、従来のプラス０．６％の 

見通しを下方修正しマイナスとする方向 

－日銀が「09 年度半ば」と想定していた景気の回復時期は後ずれする公算が大きく、マイナス成長は 

避けられないとみている。―（日銀） 

1/15  １２月の日銀短観、景況感３４年ぶりの悪化 

1/20  １月の月例経済報告 景気の基調判断を「急激に悪化している」と前回から下方修正 

－「急激」という表現を使うのは初めて─（経済財政担当相） 

 1/21  オバマ大統領 就任 

1/22  日銀は２年連続マイナス成長を予測 戦後最悪見通し 「景気は当面、悪化を続ける可能性が高い」と指摘 

       経済成長率は、２００８年度（マイナス１．８％）、２００９年度（マイナス２．０％）と予測 

1/22   ソニー、０９年３月期 過去最大の２６００億円赤字に転落（前期は 4752 億円の黒字） 

      －０９年度末までに、全世界で正社員・非正規社員１万６０００人の削減などを既に発表しているが、２月中旬から 

本社（東京都港区）の正社員を対象に希望退職を募ると発表。 

 

【INDEX】 

 

◇調査概要・世の中の動き 

１）『景気動向』について   

２）『金利動向』について 

３）『マンションの価格動向』について 

◆『最近のマンション価格』についての認識 

４）『買い時感』について 

５）『住宅の購入検討状況』について 

◆「マンション価格」「住宅ローン控除拡充」の住宅購入検討への影響 

◆住宅の購入検討を「一時見合わせている」「中止している」方の 

今後の住宅購入検討 

■今回の顧客マインド調査の総括 

◇回答者プロフィール 
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◇調査概要・世の中の動き 
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Q.景気が上向きになり始めるのはいつ頃だと思いますか？  

 ■今後、『景気動向』はどうなると思いますか？ 

１）『景気動向』について 

景況感は依然として厳しい見方が主流。 但し、Ｄ.Ｉ値は反転 
 
・ 今後の景気動向については、“雇用情勢も悪く、政府の景気対策も期待できない”“上向く材料が見当たらない”などから、『次第に悪くなる』『横ばい（悪い状況継続）』との回答が約８割。 

・ 一方、 世界各国の景気対策、米国のオバマ新政権による経済効果や、“今より良くなって欲しい”など、今後への期待感を理由とする声が聞かれ、『次第に良くなる』が増加した。 

【モニター】 

【景気動向ＤＩ】 

※ 景気動向ＤＩの算出方法：「次第に良くなる」の数値から「次第に悪くなる」の数値を差し引いて算出。 
※ 回答に影響した世の中の出来事を記載、日付は発表日。 

「横ばい」１２P 増 

【来訪者】 

◆景気動向に対するお客様の声 

● 次第に悪くなると思う 

・ 世界的な不況の中で、輸出産業の需要の落ち込みがしばらく続くと思われる。 
・ 政府の景気対策が全く期待できないし、雇用情勢も悪く、消費行動が鈍くなるので。

・ まだ底ではない。今年はもっと失業や倒産など増えると思うから。 
・ ニュース等で 100 年に 1 度の不景気と言われている。まだ悪くなっていくと思う。

● 横ばいだと思う 

・ 今は底に近いので、これ以上悪くなるとは思わないが、上向く材料もないため。 
・ 実体経済の悪さや世界的な需要減退から考えて景気はそう簡単に良くはならないと

思う。一方、世界各国が大規模な景気対策を行っており、大きく悪くなる可能性も

少ないと思うから。 
● 次第に良くなると思う 

・ 世界各国での経済政策の効果が徐々出てくると思う。 
・ 今現在の景気が悪過ぎるのでこれ以上悪くなる様な事はまず無いと思うから。 
・ オバマ次期大統領の景気対策に期待。年後半から上向くと思う。 

・ 「次第に悪くなる」「横ばい」と回答した方は、2011 年以降（２年後以降） 

との回答も多く、景気回復には時間がかかるとみている。 
 
・ 「次第に良くなる」と回答した方は、2009 年秋頃との回答が多く、今年後半には景気が 

上向くとみている。 
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2008 年後半は、アメリカ発の金融不安 

により株価は低下 

 

２００９/1 

『１００年に一度の経済危機』 

 

6/27 

－２－                                                               ※禁無断転載 

【モニター】 

2009 年秋頃が多い 

2011 年以降 32％ 

 

2011 年以降 50％ 
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 ■今後、『金利動向』はどうなると思いますか？ 

2）『金利動向』について 

金利は、『下降する』との見方が強まる 
 
・今後の金利動向については、“景気対策の為に、下げざるを得ない” “世界的にも利下げ傾向にある”等から、『下降する』との回答が増加。 

・『横ばい』と回答した方についても、“日本の金利は既に低いので、これ以上、下げられない”など「金利は低水準が継続」とみている。 

【モニター】 

【金利動向ＤＩ】 

※   金利動向ＤＩの算出方法：「徐々に上昇する」の数値から「下降する」の数値を差し引いて算出。 
※  回答に影響した世の中の出来事を記載、日付は発表日。 

－３－                                                                ※禁無断転載 

【来訪者】 

◆金利動向に関するお客様の声 

● 下降すると思う 

・ 日本はこれ以上、金利は下げようがないと思うが、世界的に見ても、各国が景気

対策の為に、下げざるをえないと思う。 
・ 世界中が金融緩和、ゼロ金利政策を実施せざるを得なくなるはず。 
・ 最終的には再びゼロ金利にならざるを得ない。世界的にも利下げ傾向にあるし 

日本も追随するだろうがもうすでにゼロに近く金利政策も限界だ。 
・ 日銀がゼロ金利政策に戻る可能性も否定できない。 
・ 大きく金利が下がるような政策が出そうにない。しかし、景気は上向かないので

もう少し下がってしばらくそのままだと思う。 
● 横ばいだと思う 

・ 日本の金利は既に低金利なので、これ以上の低金利にはならない。 
また、景気悪化なので、金利上昇もない。 

・ 世界的な影響で日銀もしばらく低金利政策を採らざるを得ないから。 
・ 上げたくても現状の経済状況では上げることは難しいのでは。 

・ 不景気が続く中、上昇する要因は見つからず、普通であれば下降すると思われるが、

現状以上の下降は無いと思う。 

・ 現在既にゼロ金利施策の時の様な状況で、これ以上の下降は考え難いと思う。 

金利が上昇すれば経済状況はますます悪化するので、日銀としてもそれは出来ない 

と思う。よって暫く経済が安定するまでは今の状況が続くと思う。 
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※ 公庫金利・フラット 35 は、一般融資の基準金利（調査月の申込金利）に基づく。 
尚、2007/10 以降返済期間によって金利が変わる為２１年以降の金利を記載。（りそな銀行「フラット 35・タイプ A」） 

◆金利に関する調査実施前後のトピックス 
 
12/30 日銀、政策金利を０．２％引き下げ決定 （０．５％→０．３％） 

～政策金利の引き下げは量的緩和で金利ゼロ％に誘導した２００１年３月以来～ 
 

12/30 長期金利、一時１．１５５％。 ２００３年８月以降、５年４ヶ月ぶりの低水準 

     ～長期金利は、２００８年６月に１．８９５％まで上昇したが、その後は金融危機に伴い低下～ 
 

12/31 大手４行、１月の住宅ローン金利引き下げ （３，５，１０年物の固定金利を０．０５～０．２％下げる） 

～三菱東京ＵＦＪ、三井住友、りそなの新金利は３年物３．３５％→３．２５％。 

（※優遇金利-1％を利用すると３年物は、２．２５％） 
 

1/9  英国 政策金利を０．５％引き下げ （２．０％→１．５％）  

～１６９４年中央銀行創設以来、初めて１％台に低下～ 
 

1/16  欧州中央銀行、政策金利を０．５％引き下げ （２．５％→２．０％） 
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フラット35

※2008/7 調査時は、実際の金利が上昇した事や、インフレ対策による金利上昇予測から、金利の先高感が高まった。 

長期金利の低下に伴い 

2009 年１月は 

下降する見込み 
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